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(57)【要約】
【課題】  バイタルデータを一覧表示させたとき、細か
な数字の羅列のためにその中から問題のありそうなデー
タを探すのが困難である。
【解決手段】  在宅端末から端末利用者の血圧や体温等
のバイタルデータをアップロードしてセンタに登録する
地域健康管理システムであって、センタは登録されてい
る前記端末利用者のバイタルデータを表示手段に表示す
る表示制御手段と、バイタルデータをその値によって選
別するための任意の下限値及び／又は上限値を設定する
設定手段と、その設定値を記憶する設定値記憶手段とを
備え、前記表示制御手段は、前記設定値から外れたバイ
タルデータを外とは異なる表示態様で表示制御する構成
である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  利用者宅に設置した在宅端末とセンタと
をＬＡＮで結び、在宅端末から端末利用者の血圧や体温
等のバイタルデータをアップロードしてセンタに登録す
る地域健康管理システムであって、センタは表示手段
と、登録されている前記端末利用者のバイタルデータを
表示手段に表示する表示制御手段と、バイタルデータが
表示されている端末利用者を表示画面上で選択する選択
手段と、その選択に応じて選択された端末利用者との音
声による通話を成立させる通話手段と、バイタルデータ
をその値によって選別するための任意の下限値及び／又
は上限値を設定する設定手段と、その設定値を記憶する
設定値記憶手段とを備え、前記表示制御手段は、前記設
定値から外れたバイタルデータを外とは異なる表示態様
で表示制御するものである地域健康管理システム。
【請求項２】  前記センタはさらに、端末利用者の少な
くとも氏名、生年月日、性別、住所、電話番号を含む個
人情報を登録する個人情報データベースを備え、前記表
示制御手段は、前記選択手段によって選択された端末利
用者の個人情報を読み出して表示するものである請求項
１に記載の地域健康管理システム。
【請求項３】  前記センタの通話手段及び在宅端末はテ
レビ電話機能を備え、前記通話手段は音声による通話と
テレビ電話とを選択的に切替えできるものである請求項
１または請求項２に記載の地域健康管理システム。
【請求項４】  前記バイタルデータは少なくとも血圧、
体温、脈拍を含むものであり、前記設定値記憶手段は少
なくとも血圧、体温、脈拍のいずれかの下限値及び／又
は上限値を記憶するものである請求項１乃至請求項３の
いずれかに記載の地域健康管理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、利用者宅に設置し
た在宅端末とセンタとをＬＡＮで結び、在宅端末から端
末利用者の血圧や体温等のバイタルデータをアップロー
ドしてセンタに登録する地域健康管理システムに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】地域住民の健康管理を集中的に行うため
の地域健康管理システムでは、住民が在宅にて血圧や体
温、脈拍等のバイタルデータを測定し、そのデータを在
宅端末を通じてセンタにアップロードする。センタでは
受信したバイタルデータをデータベースに登録する。そ
して、蓄積したバイタルデータを保健婦等のオペレータ
が参照し、異常な値や標準から外れていると思われるデ
ータを見つけると、その住民宅に電話して健康相談等を
実施する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】バイタルデータを表示
させる際、一度にたくさんのデータを通覧できるよう
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に、通常は表形式の一覧表にして表示する。例えば、全
住民のある日のバイタルデータを一覧表示させたり、あ
る住民の１週間分のバイタルデータを一覧表示させるの
である。そして、その中から問題のありそうなデータを
探すのである。しかし、細かな数字の羅列のために非常
に探しづらい。そこで、本願は、異常な値や標準から外
れていると思われるデータを簡単に見つけられるように
した地域健康管理システムを提供する。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明は、利用者宅に設
置した在宅端末とセンタとをＬＡＮで結び、在宅端末か
ら端末利用者の血圧や体温等のバイタルデータをアップ
ロードしてセンタに登録する地域健康管理システムであ
って、センタは表示手段と、登録されている前記端末利
用者のバイタルデータを表示手段に表示する表示制御手
段と、バイタルデータが表示されている端末利用者を表
示画面上で選択する選択手段と、その選択に応じて選択
された端末利用者との音声による通話を成立させる通話
手段と、バイタルデータをその値によって選別するため
の任意の下限値及び／又は上限値を設定する設定手段
と、その設定値を記憶する設定値記憶手段とを備え、前
記表示制御手段は、前記設定値から外れたバイタルデー
タを外とは異なる表示態様で表示制御することで、上記
課題を解決するものである。
【０００５】
【実施例】図１は、地域健康管理システムのセンタに設
置するサーバの構成を示す図である。１０は制御装置で
あり、そこに、利用者の住所や氏名等の個人情報を登録
した個人情報データベース１１と、利用者が在宅で測定
した血圧や体温等のバイタルデータをアップロードして
登録したバイタルデータ・データベース１２と、入力手
段であるキーボード１７及びマウス装置１８と、ＣＲＴ
等で構成した表示手段１６と、利用者宅に設置した在宅
端末と音声通話を行うためのスピーカ＆マイク１４とを
接続している。制御装置１０の内部には表示制御手段１
５があり、個人情報データベース１１から読み出した利
用者の個人情報やバイタルデータ・データベース１２か
ら読み出したバイタルデータを表示手段１６に表示す
る。そして、キーボード等からの指示は入力制御手段１
９を介して選択手段２０に入るので、表示制御手段１５
によって画面に表示されているデータを選択手段２０が
選択する。また、同じくキーボード１７等からの入力は
入力制御手段１９を介して設定手段２１に入るので、オ
ペレータが入力する設定値を設定手段２１は設定値テー
ブル２２に登録する。通話手段１３は公衆回線またはＬ
ＡＮ回線を介して在宅端末と交信し、スピーカ＆マイク
１４を使った音声による通話を成立させる。また、オペ
レータの指示に応じて、表示制御手段１５を介して表示
手段１６に映像を表示させることでテレビ電話を成立さ
せる。
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【０００６】ここで、設定値テーブル２２はバイタルデ
ータを選別するための閾値を登録するものであり、例え
ば、最高血圧と最低血圧それぞれの上限と下限の数値
や、脈拍や体温の上限と下限の数値、また、医師による
問診項目のなかで否と答えた数、等を設定しておく。実
施例ではこれを正常な値の範囲として、それから外れた
バイタルデータを異常なデータ、または標準から外れた
データとして、外とは区別して表示するものである。
【０００７】次に、実施例サーバの動作を説明する。在
宅端末の利用者は、自分の都合のよい時間に自宅で測定
した血圧や体温等のバイタルデータを、在宅端末を介し
てサーバに送信する。サーバはそれを受け取ってバイタ
ルデータ・データベース１２に登録していく。バイタル
データ・データベース１２には利用者の氏名や測定日時
のデータも一緒に登録する。そして、センタに詰めた保
健婦等のオペレータが、利用者のバイタルデータを一覧
表示して参照し、異常なデータを有する利用者を見つけ
て健康相談を実施する。
【０００８】そこで、先ず、バイタルデータを表示する
ために、図２に示すような検索条件を指定して検索す
る。これは表示装置に表示された健康管理ウインドウ３
０の表示例であり、バイタルデータの測定日時を指定す
るための検索期間の指定欄３１と、個々のバイタルデー
タ値を指定して検索するための検索条件欄とがある。条
件を指定して条件検索ボタン３７を指示すれば、その条
件に合う血圧や脈拍のバイタルデータを有する利用者
を、表示制御手段１５が検索して一覧表示する。また、
全件表示ボタン３６を指示すれば、指定された検索期間
の測定日時のデータがアップされている利用者全員を検
索して、一覧表示するものである。
【０００９】実施例では、検索条件として血圧３２と、
脈拍３３と、体温３４及び問診３５を指定でき、それぞ
れチェックマークの有無によって検索条件の付け外しが
できる。そして、それぞれの下限と上限の具体的な値
を、この健康管理ウインドウ３０で指定する。これらの
値は上限と下限の両方を設定してもよいし、どちらか一
方だけを指定してもよい。これにより、地域健康管理シ
ステムの運用に合せた柔軟な条件設定ができるものであ
る。そして、検索を実施することで、設定手段２１がこ
れら検索条件の値を設定値テーブル２２に登録する。そ
して、表示制御手段１５が同テーブル２２を参照し、検
索条件を読み出して条件に合うバイタルデータを検索す
るのである。また、次回、健康管理ウインドウ３０を表
示した際には、前回設定した検索条件が設定値テーブル
２２から読み出されて表示される。
【００１０】図２に示した条件で検索し、一覧表示した
例を図３に示す。ここでは、３月２６日から３０日の間
のバイタルデータをアップした利用者別に、そのバイタ
ルデータの測定日時が新しい順に表示している。そし
て、設定値から外れたデータを反転表示して、ひと目で
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異常なデータの存在が分かるように、外とは違えて表示
している。具体的には、林一樹さんの３月２９日の最高
血圧と最低血圧が共に上限値を上回っており、鈴木一郎
さんの３月２８日の体温が正常値から外れていることが
分かる。
【００１１】そこで、オペレータは、マウスカーソルで
利用者の１人を指定し、利用者詳細情報ボタン４１を指
示して、その利用者の個人情報を表示するよう指示す
る。ボタン４１の指示に応答して表示制御手段１５は、
指定された利用者の個人情報を個人情報データベース１
１から読み出して、個人基本情報ウインドウ５０に表示
する。その表示例を図４に示す。利用者の氏名や年齢や
住所、電話番号といった基本情報と、緊急時の通報先等
も表示する。これにより、電話を掛ける前にその利用者
について基本的な情報を得ることができるものである。
【００１２】そこで、オペレータがその利用者に電話を
掛けて健康相談を実施したい場合には、同ウインドウ５
０にある電話ボタン５１をカーソルで指示する。表示制
御手段１５はこれに応じて、図５に示す電話接続の選択
ウインドウ６０を表示する。これは、利用者宅にテレビ
電話を掛けるか、または通常の電話を掛けるかを選択す
る画面である。医師が問診を行うときは顔色が見られる
テレビ電話にするとよい。いずれかを選択して通話ボタ
ン６１を指示すると、それが通話手段１３に伝えられ、
通話手段１３は、公衆回線またはＬＡＮ回線を介して在
宅端末と交信し、スピーカ＆マイク１４を使った音声に
よる通話、または、表示手段１６に映像を表示するテレ
ビ電話を成立させるものである。
【００１３】このように、実施例においては、一覧表示
したバイタルデータのうち、異常なデータは反転して表
示するので容易に見分けることができ、しかも、その異
常データの持ち主である利用者宅に、きわめて簡単な操
作で電話を掛けて健康相談を実施できるようになるもの
である。尚、上述した例では、正常値から外れたデータ
は反転表示しているが、これに限らず、赤色で表示した
り、ハイライトにすることも任意である。
【００１４】
【発明の効果】本発明によれば、バイタルデータを一覧
表示する際に、正常値から外れたデータを外とは違えて
表示するので、容易に見分けられるようになる。また、
そのバイタルデータが正常か否かを選別するための上限
値及び下限値を任意に設定できるので、システムの運用
に合せた柔軟な対応ができる。また、異常値を持つ利用
者に対して、画面上の簡単な操作で電話を掛けることが
できるので、異常値の発見から電話による健康相談まで
の処理が容易に円滑に運べるようになる。しかも、必要
に応じて通常の電話とテレビ電話とを、選択的に切替え
て使用できるものである。また、電話を掛ける前にその
利用者についての基本的な情報を得ることができるの
で、スムーズに健康相談に導入できるようになる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】実施例のサーバの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】実施例における健康管理ウインドウの表示例を
示す図である。
【図３】実施例における在宅検査結果一覧ウインドウの
表示例を示す図である。
【図４】実施例における個人基本情報ウインドウの表示
例を示す図である。
【図５】実施例における電話接続の選択ウインドウの表
示例を示す図である。 *
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*【符号の説明】
１０  制御装置    １１  個人情報データベース    １
２  バイタルデータ・データベース    １３  通話手段
    １４  スピーカ＆マイク    １５  表示制御手段  
  １６  表示手段    １７  キーボード    １８  マウ
ス装置    １９入力制御手段    ２０  選択手段    ２
１  設定手段    ２２  設定値テーブル    ３０  健康
管理ウインドウ    ４０  在宅検査結果ウインドウ    
５０個人基本情報ウインドウ    ６０  電話接続の選択
ウインドウ

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】 【図５】
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